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5.大気汚染研究における動物実験について 
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微量物質による長期作用の結果現われてくる処の生体
の反応を分析的に究明するには，直接目的とする障害物
質の作用が，既に出来上っている生体の素図的な状態の
上に成立するものであることに注意せねばならない。素
因的因子として多くのものが考えられるが，従来のこの
方面の研究を通覧するに，微生物の感染状況および異種
蛋自体侵入による感作状況が素図形成に大きな役割をは
たしているように思われる。この想定を確実にするた
め，無菌動物・単菌感染動物・普通動物を並行して行な
う動物実験方法を考案した。本報告では，細菌感染の有
無が， S02ガスなどの作用発現にどのように関連するも
のであるかについて行なった研究のデーターについて発
表する。 
6.刺激性ガスおよび粉塵吸入による生体の反応に関す
る実験的研究
調節環境下の毛ル毛ットの肺内菌消長と肺の病理
組織学的検討 
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大気汚染による呼吸器障害と呼ばれるものの病像は複
雑で，病態形成に与る汚染物質の役割は明瞭でない。演
者らは細菌等微生物を除去し，各種粉壁を微量に制限し
た環境内に飼育した無菌モルモット(以下モ Jレと略す)
を用いることにより，汚染物質個々の，あるいはそれら
の組合せによる生体に及ぼす作用を検討している。幼若
モjレに 40p.p.mの S02存在下において黄色ブドウ球
菌液をエアゾーノレとして吸入させ，肺内生菌数および肺
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8. 胃切除 700例中の手術死士例の検討
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われわれは昭和 27年以来，本年 6月中旬まで癌症例，
の病理組織学的検索を行なった。吸入感染菌量は飼育条
件の差に関係なくほぼ一定であったが，一般に普通モル
は無菌モ Jレに比べて感染菌の消失が早く，無菌モルにお
いても，細菌吸入前 silica吸入または単一菌再吸入モ 
jレで、は菌の消失が早められる。これらの事実は組織学的
に障害の程度の差としても認められる。これらより，普
通モルでは種々の異物との接触により気道粘膜等が  
Training されて，その異物排除能が高められている事
が推察される。 
7.館山市安房郡における胃集団検診成績 
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館山市安房郡医師会(会長白幡静夫)では昭和 43年 4
月より，同地区一般住民に対して，千葉大学医学部第一
外科教室ならびに千葉県対癌協会と協力して胃集団検診
を行なっている。検査方式は検診車により間接撮影を行
ない，要精検者に対して館山市安房郡医師会病院で，直
接 X線撮影，内視鏡検査，細胞診等を行なっている。
その成績は 43年度 7321名， 44年度は現在までに  
4000名に対し，集検を施行した。その 43年度中の成績
は要精検率 25%，第一次精検施行者 1493名，二次精検
を行なった症例は 442名に及んだ。その結果胃癌 10例
(うち早期胃癌 4例)，胃潰虜 175例， 十二指腸潰蕩 90
例， 胃ポリープ 39例等を診断し， そのうち胃癌 8例，
うち早期胃癌 3例， 胃潰蕩 11例， 胃ポリープ 3例，胃
粘膜下腫蕩 2例を手術によって確かめた。これらの成績
について詳細を報告する。
H 部 
潰蕩症例，胃炎症例，ポリープその他の症例を含め， 
700例の胃切除例を経験した。その内のほとんど大部分
は，ピ Jレロー ト I法すなわち中山氏法により胃切除術を
施行し，ピルロート II法による胃切除例は 20数例に過
ぎなかった。
